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本年度研究成果 

I 研究背景 
福島第一原子力発電所（福島第一原発）事故を受けて、福島県内でホールボディカウンター

（WBC）装置による大規模な内部被ばく検査が住民向けに実施されてきた 1, 2)。この内部被ばく

検査は、住民の放射性セシウムによる内部被ばく線量低減だけでなく、リスクコミュニケーショ

ンの一部として活用されてきた 3)。しかしながら、内部被ばく検査の全体像が見えていない。 
 
II 目的 

本研究は、福島第一原発事故での内部被ばく検査について、社会経済的、心理的な側面を中心

に、被災住民と行政機関や専門家、WBC 装置のオペレーターに着目し、その全体像を総括する。 
 
III 研究方法 

本研究のプロトコールは、4 つのサブタスクから成り、1 年目の 2025 年度は、以下のサブタス

ク 1～3 について実施した。サブタスク 1 では、①内部被ばく検査件数推移について行政が公表

しているデータを解析し、今までの検査件数の傾向を明らかにした。②2025 年の約 3 か月間で住

民へ内部被ばく検査についてインタビュー調査を実施した。サブタスク 2 では、①WBC 装置の

オペレーションに関して、設置環境の違いによる経年的なゲイン変化について報告した。②全国

的な WBC 装置の管理・点検状況の 2018 年度のアンケート調査を解析した。サブタスク 3 では、

原子力災害時における日本語の内部被ばく関連文献の動向を調査することで、災害時に専門家に

求められる内部被ばくの知識を整理することを実施した。本研究は、福島県立医科大学倫理審査

委員会より承認を受けた（一般倫理 REC2024-211）。 
 
IV 研究結果、考察及び今後の研究の方針 
サブタスク 1 では、①内部被ばく検査に対する受診状況を解析した結果、原発事故に時間が経



 

 

過するにつれて、受診年齢帯や受診件数に大きな変動がみられた 2)。②2025 年度は 36 名の住民

に対して内部被ばくに関するインタビュー調査を実施して、内部被ばく検査の受診機会と将来性

について意見を集約した。ここから、一部の住民へは、福島第一原発周辺に放射性物質が残って

いる限り心配が絶えなかった。また、内部被ばく検査への受診者の将来的なアクセシビリティの

問題が明らかになった。サブタスク 2 では、①WBC 装置は気温の上下に伴いゲインの出力も上

下しており、設置環境の気温で出力に変動があることが示された。②福島県内の WBC 装置管理

状況には、WBC 装置施設において放射性物質で汚染されていることが前提で環境バックグラウ

ンドの測定時間が組まれており、福島県外と比較して特異性が見て取れた。サブタスク 3 では、

文献発行のタイミングは、専門家にとっての福島への関心と特定の知識による「福島のニーズ」

と関連が認められ 4)、これらは専門家の住民へのリスクコミュニケーションの知識源となった可

能性がある。2026 年度は、サブタスク 1～3 に関して追加情報の収集を行っていく予定である。 
 
V 結論 

最終的に、本研究は 1 年目のサブタスク 1～3 より、福島第一原発事故の教訓を有機的に統合

することで、福島における内部被ばく検査の将来像や将来の原子力災害での内部被ばくの検査の

備えを明確化できると考える。 
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